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要旨： 

 むつ総合病院看護局では平成１９年度から「目標管理」を実施している。人員が十分でない中、目

標面接等の時間確保が難しい一方、職員ひとりひとりの役割分担を意識づけるためには必要である。

平成３０年度の戦略テーマ１「チーム力の強化」については、ほぼ期待通りの成果であり、戦略テー

マ２「退院支援の強化」については、目標を下回る成果だった。また、戦略テーマ３「相手を思いや

る対応」については、期待通りの成果だった。 

今後も、看護局の人材育成と看護の質向上、さらには病院経営参画のために、目標管理計画表に沿っ

てできる限り継続していきたい。 
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Abstract: 

The Mutsu General Hospital Nursing Bureau has implemented "Target Management" as a theme since 2007. 

It has been difficult to secure enough time for interviews to confirm goals, but it is necessary to make each staff 

member aware of their roles. 

Regarding the first theme of 2018, “strengthening of teamwork”, results were almost as expected. Regarding the 

second theme, "strengthening post-hospital discharge support", results were below the target. Regarding the third 

theme, "responding with compassion”, results were as expected. 

In the future, we would like to continue following the target management plan for nurturing human resources, 

improving the quality of nursing, and participating in hospital management. 
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はじめに 

平成１９年度から、むつ総合病院看護局（以下、

看護局）では、部署の目標達成および看護師個人

の目標設定と達成するための手段として目標管理

を実施している。看護局全体で運用実施から、１

０年が経過し、平成２８年度からは、下北医療セ

ンター全職員を対象に、人事評価制度を取り入れ

たことで、職員個々に自己評価が求められ、所属

長は各々スタッフの能力と業績について評価する

こととなった。業績評価は目標管理の手法により、

業務成果（個々の目標達成度）を評価することに

なっており、看護局に限らず各組織の「組織目標」

に向かって取り組んでいる。今回平成２８年度に

看護局のミッションである、「３年後（平成３０年

度）、県内１、安心で安全な看護の提供を目指す」

に対しての最終結果が出たことから、目標の結果

報告をする。 

 

目標管理計画表について 

以前から看護局では、１年毎に看護師全員へ目 

標を設定させ、自己研鑚してもらうとともに、各

病棟・外来などの部署や委員会の目標達成に向け

て取り組んできた。病院全体での人事評価が開始

されてからは、看護局の目標管理シートを人事評

価制度の業績評価シートに合わせアレンジして使

用している。（表１および表２参照） 

 

表１ 人事評価制度 業績評価シート 
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※　目標設定の内容－ｱ)：いつまで（期限）,ｲ)：どこまで（成果）,ｳ)：どのように（方法）、難易度－SH（15点）,H（12点）,Ｍ（10点）,Ｌ（8点）

（評価者の所見欄）

人事評価シート（業績評価）

年　度 期首面談日 評価面談日
評
価
日

一次 被
評
価
者

所　属

二次

調整 氏　名 調整者

評
価
者

一次

30
二次 職　名

目
　
　
　
標
　
　
　
管
　
　
理

SH ・ H

M ・ L

組織目標

区分 目標設定の内容
難易度

（H･M･L）
ウエイト

自己評価 一次評価 二次評価 調整評価

SH ・ H

M ・ L

達成度 評　点達成度 評　点成果と反省 達成度 達成度 評　点

SH ・ H

M ・ L

SH ・ H

M ・ L

SH ・ H

M ・ L

一次評価者 二次評価者 調整評価者

0

一次評価
総合評価

二次評価
総合評価

調整評価
総合評価

合計評点数 0 0



102  K.Koda et al.  Med. J. Mutsu 

表２ 看護局 目標管理シート 

 

 

表３の看護局目標管理計画書に示すように、年

度初めに師長会議で決定された看護局目標を素に、

４月上旬に各部署・委員会の目標設定をし、それ

を踏まえて、個人が各々の目標を設定している。

目標設定にあたり、部署の看護師長が目標面接を

することとなっており、５月を初回とし、９月か

ら１０月に進捗状況の把握と軌道修正などアドバ

イスし、２月下旬までには業績評価（目標達成さ

れたか）面接の年３回を予定している。そして年

度末には、病院人事評価マニュアルに従い能力評

価における勤務態度や職務遂行能力評価と目標達

成としての業績評価を提出、当該科担当主任・師

長・次長が評価し、看護管理室でとりまとめ総務

課人事係へ提出している。 

 

看護局の目標管理の実際 

 平成３０年度は表４に示すように、１．チーム

力の強化、２．退院支援の強化、３．相手を思い

やる対応の３つを戦略テーマとして掲げ戦略目標

と重要成功要因を細部にわたり設定した。目標評

価を明確なものとするために、成果尺度を決め、

主として実積を管理する看護局委員会やプロジェ

クトチームに月々のデータ等の評価を担当させた。

また、目標値の設定として評価しやすい事項とし、

値は昨年度の数値を参考に、昨年度よりはアップ

できる目標数値とした。 

１．「チーム力の強化」の戦略テーマに対し、３つ

の視点から、戦略目標を掲げ、年間を通じて取り

組んだ。戦略目標の１点目「安心で質の高い看護

の提供」については、１人平均アルコール使用回

数が目標値の１１回以上を達成できずＤ評価とな

ったが、転倒発生率・誤薬発生率・褥瘡発生率は

ほぼ目標値に達した。次に「チーム医療体制の強

化」に関しては、看護局委員会が中心となり、取

り組んだ結果、目標値を達成できた。３点目の「多

職種カンファレンスに参加」については、９３％

の看護師が何らかのカンファレンスへ参加し、看

護師だけでなく医師をはじめとする多職種と共に、

１人の患者に対してチームでの関わりを持つこと

ができた。２．「退院支援の強化」における、戦略

目標１点目「不安なく退院できる」については、

「退院時指導の実施」を重要成功要因とした。年

間を通じて、退院指導が５４．３％という結果と

なり目標値の６０％に達しなかった。「スムーズな

退院支援の構築に向けて、退院前カンファレンス

の開催及び記録を成果尺度とした結果、看護師１

人あたり１回の記録実積が２７４人中１７８人と

なり６５％と目標値を達成できた。３点目の「退
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院支援に関する知識向上」については、地域連携

部の社会福祉士達が講師となり実施している研修

会参加率が８５％となったが、看護過程を学ぶ記

録研修会への参加率は３０％で低かった。 

３．相手を思いやる対応に対しては、職務満足度、

患者満足度共に、ほぼ目標値通りとなった。接遇

委員会担当評価となった、日常業務のコミュニケ

ーションの取り方については、部署によって、言

葉遣いで評価が悪いところもあり、患者・家族か

らの苦情も頂いたが、平均すると目標値をほぼ達

成していた。接遇委員会では平行して、オンデマ

ンドを含む接遇研修会参加を勧め、目標値９０％

に対し８８％という結果だった。 

全体を通して、戦略目標毎の成果尺度に対し、Ａ

評価が２４項目中５項目、Ｂ評価が１０項目、Ｃ

評価が６項目、Ｄ評価が３項目という結果となっ

た。Ｄ評価となった項目の１人あたりアルコール

使用回数、退院時指導の実施と記録、看護記録研

修会参加については、次年度も継続して取り組ん

でいく予定である。

 

表３ 看護局目標管理計画書 
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表４ 平成３０年度看護局目標 

 
 

考察 

私たちは、地方公務員としてかつ当院職員とし

て、組織運営に一人ひとりの能力発揮と業務遂行

が求められている。看護局では、節目ごとには業

績評価面接を行い、年度末には能力評価と業績評

価を実施しているが、主任・師長は実施するため

に、３交代勤務しているスタッフの協力を得なが

ら、また業務が煩雑な中の時間を見つけ出しての

一大業務となっている。院内の他部門も同じ状況

だと思われるが、所属人数と不規則な勤務スケジ

ュールを調整することに努力している。４月の年

度始まりも同じである。新採用者・勤務異動者な

どへの指導もしながら、部署スタッフ全員との目

標面接は、日々の病棟管理（看護ケア・安全・感

染・患者家族への説明・苦情等への対応等々）と

の兼務は至難の業であり、負担を強いられている。

しかしながら、看護の質向上、看護職員の人材育

成には必要であり、スタッフ一人一人の業務実積

を正しく評価することでスタッフのモチベーショ

ンアップ、部署目標の達成といった結果となり、

次年度への新たな目標設定へと継続されていると

考える。 

 

結語 

今後も例年通り看護局目標管理を実施してい

く。この目標管理制度が、看護局職員各々の成長

となり、看護の質向上、患者の満足度、看護職員

の満足度アップに繋がり、ひいては病院組織全体

の質向上、経営改善へと繋がると考える。 
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